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古市 剛史(2011/10)ボノボ は ヒ トの何 を語 るか.モ ンキー カ レッジ,犬 山市 日本 モ ンキーセ ンター.
古市 剛史(2011/ll)ボノボ,最 後 の類 人猿.第2回 値 の拠 点セ ミナ ー 京都 大 学東京 オ フ ィス,東 京.
古市 剛史(2011/ll)ボノボの住 む コ ン ゴ盆 地の 大熱 帯 雨林:そ の現 状 と将来.プ リマ ー テス研 究 会 日本 モ ン
キーセ ンター,犬 山市.
古市 剛史(2011/05)スーパ ー サイ エ ンスハ イ スクール 講 義.一 宮高 校.
落合 知 美,打 越 万喜子,今 井啓 雄,郷 康広,西 村 剛,友 永雅 己,伊 谷原 一,松 沢 哲郎(2012)大型類 人猿 情 報
ネ ッ トワー ク(GAIN)第3期 の活動 に向 けて.ず 一だ がや(2012/03/20,名古屋).
辻 大 和(2011/09)サル を通 して生 き物 の つ なが りを考 え る～ 金華 山島 の ニホ ンザ ル の観 察 か ら～.京 都 大 学
霊長 類研 究所 東 京公 開講座 日本 科 学未 来館,東 京.





松沢哲郎,友 永雅己,林 美里,伊 村知子,足 立幾磨(国 際共 同先端研究センター),服部裕子,濱 田穣(進 化形態
分野),西村剛(系 統発生分野),南雲純治(国 際共同先端研究センター),鈴木樹理,宮 部貴子,前 田典彦,渡 邉
朗野,兼 子明久,渡 邉祥平(以 上,人 類進化モデル研究センター),熊崎清則,落 合(大 平)知 美,高 島友子,酒
井朋子(京 都大)
1群14個体のチンパ ンジーの うち、特に10-ll歳になる子 ども3個 体を対象 として、比較発達研究を総合的にお
こなった。認知機能の解析 として、コンピュータ課題や対象操作課題 など各種認知課題 においてチ ンパ ンジーのお
とな個体や、 ヒ ト幼児 との比較検討 をおこなった。また、定期的に脳や身体各部の計測 もおこなっている。
B)チンパンジーの知覚 ・認知能力 の比較認知科学的研究
松沢哲郎,友 永雅 己,伊 村知子,足 立幾磨,服 部裕子,南 雲純治,狩 野文浩,兼 子峰明,村 松明穂,命 リラ,植 田
想,CDDahl,MKret,高島友子,村 井千寿子(玉 川大),牛谷智一(千 葉大),後藤和宏(京 都大),佐野明人,田
中由浩,酒 井基行(以 上、名工大)
チンパンジー とヒ トを対象に、認知 ・言語機能の比較研究を継続 してお こなった。主 として、1個体のテス ト場
面で、数系列学習、色 と文字の対応、視線の認識、顔 の知覚、注意、パター ン認識、視覚探索、カテ ゴリー認識、
物理的事象の認識 、視聴覚統合、情動認知、運動知覚、行動の同調などの研究 をおこなった。
C)チンパ ンジーにおけるアイ トラッカーを用いた視線計測
友永雅己,狩 野文浩,兼 子峰明,植 田想
チンパンジー とヒ トを対象に、非拘束型のアイ トラッカーを用いて、各種の視覚刺激提示時や課題遂行時の視線
の計測 をお こなった。
D)野 生チ ンパ ンジー の道具 使用 と文化 的変 異 と森林 再 生
松 沢哲 郎,林 美 里,大 橋 岳,CMartin,山越 言(京 都 大),森 村成 樹,藤 澤 道子(以 上,野 生動物 研 究セ ン ター),
山本真也(ボ ノボ研 究部 門),THumle(ケン ト大),DBiro(オックス フォー ド大),CSousa(リスボ ン新大),KKoops
(ケンブ リッジ大),KHockings(リス ボ ン新 大),SCarvalho(ケンブ リッジ大),NGranier(リエー ジ ュ大),LMartinez
(梨花 女子 大),AGSoumah(IREB),TTagbino(カンカ ン大)
西 ア フ リカ ・ギニ アの ボ ッ ソウ と、東 隣 のニ ンバ 山 と コー トジボ ワール領 内、西 隣 のデ ィエ ケの森 、南 隣の リベ
リア領 内 で、 野生 チ ンパ ン ジー の行 動 と生 態 を調 査 し、記録 の解 析 をお こなっ た。 また 、 「緑 の回廊 」 と呼 ぶ森 林
再 生研 究 を試 み 、苗 木 を覆 う東屋 を設 置す る活 動 を継 続 した。
E)飼育霊長類 の環境エン リッチメン ト
友永雅己,松 沢哲郎,林 美里,熊 崎清則,落 合(大 平)知 美,小 倉匡俊,山 梨裕美,櫻 庭 陽子,川 上清文(聖 心女
子大),鈴木樹理,前 田典彦,渡 邉祥平(以 上、人類進化モデル研究セ ンター)
動物福祉の立場から環境エ ンリッチ メン トに関す る研究をおこなった。3次元構築物の導入や植樹の効果の評価、
視覚刺激 の呈示 によるス トレスの低減、個別飼育個体 に対す る動画刺激提示の効果、認知実験がチ ンパ ンジーの行




友永雅己,松 沢哲郎,伊 村知子(比 較認知発達),服部裕子,兼 子峰明,打越万喜子,白 井述(新 潟大),藤田和生,
渡辺創太(以 上,京 都大),村井千寿子(玉 川大),絹田俊和,福 守朗,山 田信宏,木 村夏子,小 西克也(以 上,高
知県のいち動物公園),安藤寿康(慶 応大),川上文人(東 京大),岸本健(聖 心女子大)









名古屋市の東山動物 園のチ ンパ ンジー1群6個 体を対象に、新設 された屋外運動場での社会行動 を観察記録 した。




チンパンジ`2個 体 を対象 とし、チンパンジーの行動が他者 に影響 されるか どうかを検討 した。2つ のモニター
を通 じて2個 体に一連 の課題をお こなわせ ると、チンパンジーは相手の行動 を見て 自分の行動 を調整 した。これ ら
の実験か ら、チンパ ンジーにおける他者理解 の一面が示 された。
J)鯨類 と大型類人猿 の比較認知研究
友永雅己,村 山美穂,森 阪匡通(野 生動物研究センター),中原史生(常 磐大),斉藤豊,上 野友香,神 田幸司,吉
井誠,阿 久根雄一郎,日 登弘,祖 一誠(以 上、名古屋港水族館)
名古屋港水族館 との共同研究 として、鯨類の認知研究を進 めてい る。とくに、イルカにお ける視覚認知、サイ ン
の理解、視覚的個体識別な どを大型類人猿 との比較研究 として進 めている。また、その他の水族館 とも連携 して研
究 を進めている。
K)大型類人猿 の比較認知研究
松沢哲郎,友 永雅 己,林 美里,山 梨裕美,熊 崎清則,幸 島司郎,久 世濃子,金 森朝子(以 上、野生動物研究センタ
ー)山 崎彩夏(東 京農工大),SWeide(ヤヤサ ンサバ財団),HAAbdul(マレーシア ・サバ大),DSabapathy(オラ
ンウータン島財団),DBaskaran(プラウバ ンデ ィング財団),MMansor(マレーシア科学大学)
マ レーシアのサバ州 で野生オランウータンの生態 と行動の調査 をお こなった。また、マ レー半島の飼育オ ランウ
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林 美 里(2011)オ ラ ン ウ ー タ ン の す む 島 で.発 達127:94-102.
小 倉 匡 俊,山 崎 彩 夏,山 梨 裕 美,三 家 詩 織(2011)動 物 福 祉 研 究 の 展 開 ～ 動 物 心 理 学 会 自 由 集 会 の 議 論 か ら.動
物 心 理 学 研 究61(1):ll5-124.




松 沢 哲 郎(2012)「 ア ウ トグ ル ー プ 」 と い う発 想:ボ ノ ボ 、 オ ラ ン ウ ー タ ン 、 ゴ リ ラ か ら 人 間 を 考 え る.発 達
129:97-104.
報 告
1)田 島知之,谷 口晴香,山 梨 裕 美,大 谷洋 介,小 川 詩 乃,早 川 卓 志,本 郷 峻(2011)
AffairsWorkshopを終 えて.霊 長類 研 究27:57-62.
第23回国際霊長類学会Student
















Matsuzawa T (2011) Stone tools for nut-cracking. (The Chimpanzees of Bossou and  Nimba.) (ed. Matsuzawa T, et  al.) 
p.73-83 Tokyo: Springer. 
Matsuzawa T, Humle T (2011) Bossou: 33 Years. (The Chimpanzees of Bossou and Nimba) (ed. Matsuzawa T, et  al.) 
p.3-10 Tokyo: Springer. 
Matsuzawa T, Ohashi G, Humle T, Granier N, Kourouma M, Soumah AG (2011) Green Corridor Project: Planting in the 
savanna between Bossouand Nimba. (The Chimpanzees of Bossouand Nimba) (ed. Matsuzawa T, et al.) p.361-370 
Tokyo: Springer. 
Yamamoto  S, Yamakoshi G, Humle T, Matsuzawa T (2011) Ant fishing in trees: invention and modification of a new 
tool-use behavior. (The Chimpanzees of Bossou and Nimba) (ed. Matsuzawa T, et  al.) p.123-130 Tokyo: Springer.
編 集
1)MatsuzawaT,HumleT,SugiyamaY(2011)TheChimpanzeesofBossouandNimba.p.465Tokyo,Springer.


























林 美里(2011)オラ ン ウー タ ンを森 に帰す.科 学,81p.352-353.
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足 立 幾 磨,友 永 雅 己,松 沢 哲 郎(2011)ニ ホ ン ザ ル に お け る 顔 知 覚 様 式 の 発 達.日 本 赤 ち ゃ ん 学 会 第11回 学 術
集 会(2011/05/07-08,中部 学 院 大 学).
足 立 幾 磨,友 永 雅 己,松 沢 哲 郎(2011)ニ ホ ン ザ ル に お け る 顔 全 体 処 理 の 発 達.日 本 霊 長 類 学 会 第27回 学 術 集
会(2011/07/16-18,犬山 国 際 観 光 セ ン タ ー ・フ ロ イ デ).
阿 保 備 子,宮 之 原 真 由,今 井 漿,岡 本 公 彰,齋 藤 渉,山 口 貴 央,井 川 知 子,小 川 匠,野 村 義 明,宮 部 貴 子,
桃 井 保 子,花 田 信 弘(2011)チ ン パ ン ジ ー 口 腔 由 来 の ミ ュ ー タ ン ス レ ン サ 球 菌 様 細 菌 に 関 す る 研 究.鶴 見 大 学
歯 学 会 第73回 例 会(2011/06/25,鶴見 大 学 会 館 メ イ ン ホ ー ル).
ii
ll)秋吉 由佳,平 栗 明実,水 野佳 緒里,市 野 悦子,有 賀 菜 津美,渡 邉 み なみ,林 美 里(2011)「チ ンパ ンジー の発
達 に伴 う社 会 関係 の変化 ～最 近接 個体 の縦 断 的解 析 ～ 」.第14回SAGAシ ンポ ジ ウム(2011/ll/12-13,熊本 市
動植 物 園).
12)安藤 寿康,友 永 雅 己,福 守 朗,山 田信 宏,木 村 夏子,絹 田俊和(2012)チンパ ンジー の き ょ うだ い関係 一比 較
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松 沢哲 郎(2011/05/26)想像す るちか ら一チ ンパ ンジー が教 え て くれ た人 間 の心.明 和高 等学 校SSH基 調 講演.
犬 山.
松 沢哲 郎(2011/06/04)子育 て の由来:チ ンパ ン ジー研 究か らみ えて きた こ と.東 京YMCA野 尻 キ ャ ンプ80
周年 記念 講 演.東 京.
松 沢哲 郎(2011/06/04)想像す るちか ら一チ ンパ ンジー が教 えて くれ た人 間 の心.ジ ュン ク堂書店.東 京.
松 沢 哲郎(2011/06/04)想像す る ちか ら一チ ンパ ンジー が教 えて くれ た人 間 の心.ピ ーエ ス株 式会 社 フォー ラ
ム.東 京.
松 沢 哲郎(2011/07/09)想像す る ちか ら一チ ンパ ンジー が教 えて くれ た人 間 の心.両 国高 等学 校創 立 百十 周年
記 念講演.東 京.
松 沢 哲 郎(2011/10/14)想像 す る ちか ら一チ ンパ ンジ ー が教 え て くれ た人 間の 心.近 畿 病 歴 管理 セ ミナ 一ー 100
回記 念 セ ミナー.大 阪.
松 沢哲 郎(2011/10/20)人間 とは何 か:チ ンパ ン ジー研 究か らみ えて き た こ と.第47回 日本 赤 十字社 医学会 総
会.福 井.
松 沢哲 郎(2011/10/22)想像 す るちか ら一チ ンパ ンジー が教 えて くれ た人 間 の心.第10期 「Thechallengeof
leadershipprogram」.京都.
松 沢 哲郎(2011/11/05)想像す る ちか ら一チ ンパ ンジー が教 えて くれ た人 間 の心.あ い ちサイ エ ンス フェス テ
ィバル2011.名古屋.
松 沢哲 郎(2011/11/25)想像す るちか ら一チ ンパ ンジー が教 え て くれ た人 間 の心.渋 谷教 育幕 張 中学 ・高 等学校
進 路講 演会.千 葉.
松 沢 哲郎(2011/12/08)想像 す るちか ら一チ ンパ ンジー が教 えて くれ た 人 間の 心.愛 知 県 医薬 品工業 協 会.名
古屋.
松 沢哲 郎(2011/07/10)チンパ ンジー が教 えて くれ た人 間 の親 子 関係 と子 育て.第47回 日本 周 産期 ・新 生児 医
学 会学術 集 会.札 幌.
友 永雅 己(2011/04/17)チンパ ンジー の赤 ち ゃん とお母 さん:最 初 の2年 間.ふ た このチ ンパ ンジー ダイ ヤ とサ
ク ラ2歳 誕 生会公 開講 座.高 知 県立 の い ち動 物公 園.
友 永雅 己(2011/07/21)森の こころ、海 の こころ 一 こころの進 化 にお け る2つ の制約 一.関 西 学院 大学 大学 院
GP(組 織 的 な大 学 院教 育 改革推 進 プ ロ グ ラム)「 国際化 社会 に貢献 す る心理 科 学 実践 家 の養 成 」 講演 会.関
西 学院 大学.
友 永雅 己(2011/07/30)ヒトの こ ころ をチ ンパ ン ジー か ら眺 め る.日 本 学術 会議 心 の先 端研 究 と心理 学 専門教
育 分科会 公 開 シンポ ジ ウム 「心の先 端研 究へ の扉 」.熊 本 大学.
友 永雅 己(2011/08/05)チンパ ンジー の こ ころの世界.日 本 生物 教 育会 第66回 全 国 大会愛 知 大会研 修講 座.京
都 大学 霊長類 研 究所.
友 永雅 己(2011/10/06-07)チンパ ンジー にお ける社会 的認 知.生 理 学研 究所 研 究会社 会神 経 科学 研 究会 「今 、
社 会神経 科 学研 究 に求 め られ てい るこ と」.自 然 科学 研究機 構 岡崎 コン フェ レンスセ ンター.
友 永雅 己(2011/10/13)3つの 時間 を生 き るチ ンパ ンジー 一進化 、発 達 、文化 一.日 本 動物 心理 学会 第156回 例




林 美里(2012/Ol/28)チンパ ンジー と人 の発 達 ・育児 支援.西 宮市 民 間保 育 所協議 会 職員研 修 会.宝 塚.
松 沢哲 郎(2012/Ol/20)想像す るちか ら.「未 来 を探知 す る地 のバ トン リレー」第1回 人類 の未 来.日 本 科学未
来館.東 京.
松 沢 哲郎(2012/Ol/21)想像す る ちか ら.東 大 ・京 大 ジ ョイ ン トー般 公 開 シ ンポ ジ ウム 「生 き物 の個性 を紐 と
く:か た ち,か かわ り,こ ころ」.東 京 大学.
松 沢哲 郎(2012/02/12)ヒト科4属 の比較 か らみた人 間の心 の 由来.日 本 学 術会議 公 開 シ ンポジ ウム,ワ イル ド
サ イエ ンス 「森 人,心 の 由来 をめ ぐっ て」.屋 久 島.
松 沢哲 郎(2012/02/17)想像す るちか ら一チ ンパ ンジー が教 えて くれ た人 間の 心.愛 知県 平成23年 度 オ ープ ン
セ ミナ ー(第6回).名 古 屋.
松 沢哲 郎(2012/02/21)想像 す るちか ら一チ ンパ ンジー が教 えて くれ た人 間の 心.聖 母学 院小 学校 教 育講 演会.
京都.
松 沢哲 郎(2012/03/02)想像す るちか ら一チ ンパ ンジー が教 え て くれ た人 間 の心.国 際 ソロプチ ミス ト大津40
周年 記念 講 演.大 津.
松 沢 哲郎(2012/03/13)想像す る ちか ら一チ ンパ ンジー が教 えて くれ た人 間 の心.京 都 大 学 ウイ ル ス研 究所 セ
ミナー.京 都 大学 ウイ ル ス研 究 所.
友 永雅 己(2012/Ol/19)チンパ ンジー か ら見た母 子 関係 の発 達.第45回 沖縄 県母 子保 健大 会 特別講 演.宜 野 湾
市 民会館.
i・
47)友 永雅 己(2012/Ol/28-29)Factorsaffectingmotiondirectionjudgmentinchimpanzees.国際高 等研 究所研 究 プ ロジ
ェ ク ト 「心 の起 源」2011年度第3回 研 究 会.国 際 高等研 究所.




正高信男,吉 川左紀子(京 大 ・こころの未来研究セ ンター),川合伸幸(名 古屋大学),久保南海子(愛 知淑徳大学)
認知機能の加齢にともな う変化 を人間 とニホンザルで比較 をお こなった。
B)発達障害の強み(strength)の実験的検証
正高信男
視覚探索課題 を実験パ ラダイムとして用いた実験 を定型発達児20名にお こない、結果 を障害児 と比較 した。
C)霊長類のコミュニケーシ ョンの進化 に関する研究
香 田啓貴,柴 崎全弘,佐 藤杏奈,HBouchet(日本学術振興会海外特別研究員(欧 米短期)),川合伸幸(名 古屋大
学),早川祥子,加 藤朱美,國 枝匠,石 田恵子,南 雲純治(霊 長研 ・国際共同先端研究セ ンター),正高信男
ニホンザル、グエノン、テナガザルなどを対象に、霊長類 の視聴覚コ ミュニケーシ ョンが どのよ うに進化 してき
たのかを、実験室、野生下の両者において、フィール ド研究 と実験研究の両面か ら研究を行 っている。
D)霊 長類 の コ ミュニ ケー シ ョンの進化 に関す る国 際共 同研 究
香 田啓 貴,KZuberbuhler(UniversityofStAndrews)
異種 間 コ ミュニ ケー シ ョンの成 立 の過程 につ い て、長 期 国際共 同研 究 を開始 した。UniversityofStAndrewsで活
動 を行 ってい る。
E)屋久島における野生ニホンザル の行動 ・生態学的研究
HBouchet,香田啓貴
屋久島の野生ニホンザルを対象 として、発情時のコミュニケー ションの検討 を行 った。
F)テングザルの遺伝 ・行動 ・社会の研究
村井勅裕,早 川祥子,香 田啓貴














伊藤祐康,小 川詩乃,井 田美沙子,磯 村朋子,田 中美都,田 村綾菜(昭 和女子大学),福島美和(東 京大学),船曳
康子(京 大 ・医学部),長岡千賀(京 大 ・こころの未来研究セ ンター),森崎礼子(京 大 ・こころの未来研究センタ
ー),吉川左紀子(京 大 ・こころの未来研究センター),正高信男
京都大学 こころの未来研 究センター において、約30名 の学習に困難 を示す発達障害児 を対象に読み書きを中心
とした学習支援 を行 った。
K)eラー ニ ングを核 とす る多様 な学習困難 に対応 した家庭学習支援方法 の構築
小川詩乃,福 島美和(東 京大学),久保南海子(愛 知淑徳大学),正高信男
約10名 の読み書きに困難 を示す学習障害の児童 に、ひ らがな ・カタカナ ・漢字の読み書き学習のために開発 し
たパ ソコン用教材 ソフ トを提供 し、その効果を検討 した。
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